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回
に
挑
む

回
に
挑
む

100

東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス
の
陸

上
競
技
場
で
、陸
上
競
技
部
員
が
真

剣
な
表
情
で
走
り
込
み
を
し
て
い
ま

す
。か
つ
て
総
合
優
勝
を
果
た
し
た

東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走

（
箱
根
駅
伝
）の
舞
台
で
、再
び
栄
冠

を
手
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
、部
員

ら
が
心
を
合
わ
せ
て
挑
み
ま
す
。
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新春の風物詩・東京箱
根間往復大学駅伝競走（箱根
駅伝）。これまで数々のドラマを生
み出してきました。毎年、平塚中継所
で選手を応援するのが楽しみ、という
方も多いのでは？ 今号では、箱根駅
伝の中継所として選手の思いをつ
ないできた平塚と箱根駅伝の
関わりを紹介します。

は
土
曜
日
の
た
め
、
学
生
ら
は
午

前
中
の
講
義
を
受
け
て
か
ら
大
会

が
ス
タ
ー
ト
。
午
後
1
時
に
有
楽

町
の
報
知
新
聞
社
前（
現
在
の
読

売
会
館
）を
出
発
し
ま
し
た
。
平

塚
中
継
所
に
1
位
の
明
治
大
学
の

選
手
が
到
着
し
た
時
刻
は
午
後
5

時
6
分
9
秒
。
箱
根
小
学
校
前
の

ゴ
ー
ル
に
も
明
治
大
学
の
選
手
が

1
位
で
到
着
し
ま
し
た
。
箱
根
町

の
青
年
団
が
た
い
ま
つ
を
手
に
、

暗
夜
を
照
ら
し
た
と
い
い
ま
す
。

15
日
の
復
路
は
あ
い
に
く
の

雪
。午
前
7
時
に
箱
根
を
出
発
し
、

平
塚
中
継
所
に
1
位
の
明
治
大
学

の
選
手
が
到
着
し
た
の
は
午
前
10

時
2
分
50
秒
。
近
隣
の
住
民
が
傘

の
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
選
手
を
励

ま
し
た
そ
う
で
す
。
県
立
農
業
学

校（
現
在
の
平
塚
農
商
高
校
）の
生

徒
ら
は
大
磯
や
馬
入
の
河
畔
に
散

ら
ば
り
、
雪
の
中
を
駆
け
る
選
手

に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
報
知
新

聞
社
前
の
ゴ
ー
ル
に
は
、
明
治
大

学
に
逆
転
し
東
京
高
等
師
範
学
校

の
選
手
が
1
位
で
到
着
。
総
合
記

録
は
15
時
間
5
分
16
秒
で
し
た
。

中
継
所
は
東
海
道
と

海
沿
い
を
移
り
ゆ
く

『
箱
根
駅
伝
70
年
史
』の
大
会
レ

ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
第
1
回
大
会

の
と
き
の
平
塚
中
継
所
は
、
富
士

の
湯
旅
館
前
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
の
地
図
は
、
第
6
回
大
会
が
開

か
れ
た
大
正
14
年
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。
第
6
回
大
会
の
中
継

所
は
牛
田
新
聞
店
前
で
、
下
の
地

図
の
旧
国
道
1
号
沿
い
に
名
前

を
確
認
で
き
ま
す
。

箱
根
駅
伝
は
幹
線
道
路

が
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
交
通
事
情
な

ど
の
理
由
で
、
こ
れ
ま
で

コ
ー
ス
や
中
継
所
の
位
置
が

何
度
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
現
在
の
ひ
ら
し
ん
平

塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
周
辺
に

あ
っ
た
平
塚
小
学
校
や
、
平
塚
町

役
場（
現
在
の
オ
ー
ケ
ー
平
塚

店
）が
中
継
所
で
し
た（
下
地
図

左
側
）。
そ
の
後
も
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
前
、
平
塚
駅
入
口
三さ

ん

叉さ

路ろ

、
市
営
プ
ー
ル
前
な
ど
の
名
前

で
、
平
塚
市
内
で
何
度
も
中
継
所

の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

『
箱
根
駅
伝
六
〇
年
』（
山
本
邦

夫
著
）に
よ
る
と
、
平
塚
中
継
所

が
現
在
の
唐
ケ
原
交
差
点
と
高

村
不
動
産
前
の
付
近
で
定
着
し

た
の
は
、
昭
和
45
年
の
第
46
回
大

会
の
と
き
で
す
。
当
時
は
、
花
水

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
と
い
う
名
称

で
し
た
。

終
戦
後
の
平
塚
を
駆

け
抜
け
た
夏
苅
さ
ん

昭
和
4
年
に
足
柄

下
郡
下
中
村（
現
在

の
小
田
原
市
）で
生

ま
れ
、
平
塚
で
青
春
時
代
を
過
ご

し
た
夏な

つ

苅が
り

晴
良
さ
ん（
下
写
真
・

箱
根
駅
伝
出
場
当
時
は
旧
姓
の
久

保
晴
良
さ
ん
）。
現
在
94
歳
の
夏

苅
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
の
第
24
回

大
会
と
昭
和
24
年
の
第
25
回
大
会

で
、
明
治
大
学
の
選
手
と
し
て
4

区
を
走
り
ま
し
た
。
第
25
回
大
会

で
は
明
治
大
学
が
優
勝
。
優
勝
メ

ン
バ
ー
10
人
の
う
ち
、
残
念
な
が

ら
夏
苅
さ
ん
以
外
の
皆
さ
ん
は
す

で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
と
言
い
ま

す
。
現
在
二
宮
町
に
住
む
夏
苅
さ

ん
に
、
箱
根
駅
伝
と
平
塚
の
思
い

出
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

戦
争
の
色
残
す
平
塚
中
継
所

私
は
第
2
次
世
界
大
戦
中
に
平

塚
農
商
高
校
に
通
っ
て
い
て
、
4

年
生
だ
っ
た
年
の
昭
和
20
年
8
月

に
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
争
の

勤
労
奉
仕
が
終
わ
り
、
5
年
生
の

と
き
に
本
格
的
に
陸
上
を
始
め
ま

し
た
。
私
を
含
め
た
5
年
生
3

（地図は博物館提供）

現在の湘南スターモール（かつての東海道平塚宿・旧国道1号）

現在のオーケー平塚店

現在の崇善公民館

海軍火
か

薬
やく

廠
しよう

の引き込み線

かつての中継所

現在の新
しんしゆく

宿
公園南側に、
牛田新聞店の
名前がある

箱根駅伝を
応援しよう
箱根駅伝を
応援しよう

　平塚中継所やテレビで熱戦を
応援しませんか。市内にキャン
パスがある東海大学と、平塚市
と交流を続けている神奈川大学
など23校が出場します。

令和6年1月2日（火）・3日（水）

←

平
塚
は
第
1
回
大
会

か
ら
中
継
所
だ
っ
た

次
の
大
会
で
100
回

目
を
迎
え
る
箱
根
駅

伝
。
日
本
マ
ラ
ソ
ン

の
父
と
呼
ば
れ
る
金
栗
四し

三そ
う
ら
の

働
き
か
け
で
、
大
正
9
年
に
産
声

を
あ
げ
ま
し
た
。
平
塚
に
は
第
1

回
大
会
か
ら
中
継
所
が
置
か
れ
、

幾
多
の
選
手
の
思
い
を
つ
な
い
で

き
ま
し
た
。

『
箱
根
駅
伝
70
年
史
』（
関
東
学

生
陸
上
競
技
連
盟
）に
よ
る
と
、

大
正
9
年
2
月
14
日
・
15
日
の
初

大
会
は「
四
大
校
駅
伝
競
走
」の
名

前
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
早
稲
田

大
学
・
慶け

い
應お

う
義
塾
大
学
・
明
治
大

学
・
東
京
高
等
師
範
学
校（
現
在

の
筑
波
大
学
）の
4
校
が
参
加
し

た
た
め
で
す
。
風
光
明め

い
媚び

で
多
く

の
史
跡
に
富
む
東
海
道
を
下
っ
て

箱
根
の
山
に
挑
む
の
は
勇
壮
で
、

宿
泊
や
通
信
連
絡
に
も
便
利
だ
、

と
い
う
理
由
で
東
京
―
箱
根
間
の

コ
ー
ス
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
予
定
し
て
い
た
開
催
日

は
2
月
11
日
で
し
た
が
、
紀
元
節

（
現
在
の
建
国
記
念
の
日
）で
学
生

ら
が
各
校
の
式
典
に
参
列
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

14
日
に
順
延
さ
れ
ま
し
た
。
14
日
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東
海
大
学

東
海
大
学

上写真：たくさんの人が集まる平塚中継
所。右下はタスキを受け取る夏苅さん、後
方には監督が乗った車が見える。
左写真：小田原中継所で、5区の岡正康
さん（右）にタスキを渡す夏苅さん（左）。
自転車で並走している人たちや、沿道で
応援する人たちが見える。
（写真は夏苅さん提供）

人
と
4
年
生
3
人
の
チ
ー
ム

で
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
て
、
ど

こ
で
も
1
番
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
明
治
大
学
や
日
本
大
学
か
ら

ス
カ
ウ
ト
が
来
ま
し
た
が
、
戦
後

初
め
て
開
か
れ
た
昭
和
22
年
の
第

23
回
箱
根
駅
伝
で
明
治
大
学
が
優

勝
し
た
印
象
が
良
か
っ
た
の
で
、

明
治
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
私

が
箱
根
駅
伝
を
走
っ
た
の
は
1
年

生
と
2
年
生
の
と
き
で
す
。

地
元
の
熱
い
応
援
受
け
る

当
時
の
平
塚
中
継
所
は
、
平
塚

市
役
所
前（
2
面
下
地
図
の
平
塚

町
役
場
と
同
じ
位
置
）に
あ
り
ま

し
た
。私
が
走
っ
た
と
き
は
ま
だ
、

平
塚
中
継
所
の
東
側
に
海
軍
火か

薬や
く

廠し
よ
うの
引
き
込
み
線（
火
薬
を
運
ぶ

線
路
）が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。

昔
は
テ
レ
ビ
中
継
な
ん
て
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
中
継
所
で

待
っ
て
い
る
と
き
も
、
今
み
た
い

に
選
手
に
情
報
が
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
前
の
区
を

走
っ
て
い
る
選
手
は
今
ど
こ
か
、

ど
ん
な
状
況
か
な
ん
て
分
か
ら
な

い
わ
け
で
す
。
第
24
回
大
会
の
と

き
、
3
区
の
先
輩
が
猛
烈
な
勢
い

で
追
い
上
げ
て
い
る
と
い
う
話
を

耳
に
し
た
の
に
、
平
塚
中
継
所
に

な
か
な
か
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
ん

で
す
よ
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
、

ま
だ
か
ま
だ
か
と
待
っ
て
い
た

ら
、
沿
道
を
自
転
車
で
走
っ
て
様

子
を
見
て
き
た
観
客
が
、「
3
区
の

選
手
が
馬
入
川
の
あ
た
り
で
走
れ

な
く
な
っ
て
い
て
、
歩
い
て
い
る

ぞ
」と
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
。

そ
の
頃
は
厳
密
な
交
通
規
制
も

な
か
っ
た
の
で
、
自
転
車
で
選
手

に
並
走
し
て
く
る
人
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
り
な
が

ら
状
況
を
伝
え
て
く
れ
た
り
、
選

手
を
励
ま
し
て
く
れ
た
り
し
て
い

た
ん
で
す
。
思
い
返
す
と
、
お
お

ら
か
な
時
代
で
し
た
ね
。
地
元
の

人
た
ち
が
木
炭
車
の
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
り
込
ん
で
、
選
手
に
、「
が
ん
ば

れ
よ
ー
！
」な
ん
て
言
っ
て
着
い

て
く
る
ん
で
す
か
ら
。

平
塚
の
四
之
宮
に
、
私
と
同
じ

く
平
塚
農
商
高
校
か
ら
明
治
大
学

に
行
っ
た
先
輩
が
い
た
ん
で
す

が
、
応
援
団
を
作
っ
て
く
れ
て
、

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
！

久
保
！
」

と
、
応
援
し
て
く
れ
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

足
袋
で
平
塚
を
駆
け
抜
け
た

当
時
の
ラ
ン
ナ
ー
の
服
装
も
、

そ
り
ゃ
あ
今
と
は
全
然
違
い
ま

す
。
箱
根
の
山
は
寒
い
の
で
、
選

手
は
ウ
エ
ア
に
真
綿
を
入
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

私
は
第
24
回
大
会
で
大
塚
の
マ

ラ
ソ
ン
足
袋（
記
事
冒
頭
の
金
栗

四
三
と
、
東
京
都
文
京
区
大
塚
に

あ
っ
た
ハ
リ
マ
ヤ
の
職
人
が
共
同

開
発
し
た
マ
ラ
ソ
ン
用
の
足
袋
）

を
履
い
て
走
り
ま
し
た
。
で
も
マ

ラ
ソ
ン
足
袋
は
、
親
指
の
と
こ
ろ

が
分
か
れ
て
い
る
の
が
ど
う
に
も

気
に
な
っ
て
ね
。
翌
年
の
第
25
回

大
会
で
は
、
釘
を
取
っ
た
ス
パ
イ

ク
シ
ュ
ー
ズ
を
地
下
足
袋
の
底
に

自
分
で
縫
い
付
け
て
走
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
5
区
の
岡
正
康

さ
ん
が
ズ
ッ
ク（
運
動
靴
）で
走
っ

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

走
る
こ
と
が
好
き
で
、
83
歳
ま

で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
箱
根
駅
伝
は
生
き
が

い
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
沿
道
で

の
応
援
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
は
沿
道
で
選
手
た
ち
を

応
援
し
た
い
で
す
ね
。

明
治
大
学
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
て

当
時
の
平
塚
中
継
所
付
近
を
歩
く

平
成
6
年
の
第
70
回
記
念
大
会
と

平
成
7
年
の
第
71
回
大
会
で
、
早
稲

田
大
学
の
選
手
と
し
て
箱
根
駅
伝
を

走
っ
た
大
関
篤
史
さ
ん
。
地
元
・
平

塚
を
走
っ
た
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。

●
 ●
 ●

私
が
箱
根
駅
伝
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
62
年
に
始

ま
っ
た
テ
レ
ビ
中
継
が
き
っ
か
け
で

す
。
当
時
は
県
立
平
塚
江
南
高
校
の

陸
上
部
に
い
た
の
で
す
が
、「
い
つ
か

自
分
も
箱
根
を
走
り
た
い
」と
テ
レ

ビ
中
継
を
見
な
が
ら
憧
れ
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
4

年
連
続
で「
花
の
2
区
」を
走
っ
た
、

早
稲
田
大
学
Ｏ
Ｂ
で
マ
ラ
ソ
ン
の
ス

タ
ー
選
手
・
瀬
古
利
彦
さ
ん
の
影
響

で
す
。
平
成
2
年
度
か
ら
瀬
古
さ
ん

が
早
稲
田
大
学
で
コ
ー
チ
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
早
稲
田
大
学
の
選

手
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

早
稲
田
大
学
競
走
部
の
特
徴
は
、

推
薦
で
入
る
エ
リ
ー
ト
ラ
ン
ナ
ー
の

数
が
箱
根
で
走
る
10
人
よ
り
も
少
な

い
の
で
、
一
般
受
験
で
入
る
叩
き
上

げ
の
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
の
穴
を
埋
め
て

い
く
点
。
私
も
一
般
受
験
組
な
ん
で

す
。い
ろ
い
ろ
な
選
手
が
い
る
中
で
、

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
う
ま
く
融
合

す
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

早
稲
田
大
学
に
入
学
し
た
後
、
初

め
て
箱
根
駅
伝
に
出
た
の
は
3
年
生

の
と
き
で
す
。
ち
ょ
う
ど
第
70

回
の
記
念
大
会
で
、
平
塚
中
継

所
で
タ
ス
キ
を
受
け
取
っ
て
8

区
を
走
り
ま
し
た
。
念
願
の
箱

根
駅
伝
当
日
は
、
平
塚
中
継
所

で
と
に
か
く
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
し
た
。
緊
張
す
る
の
で
周
り

を
あ
ま
り
見
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
ね
。
タ
イ
ム
差
が
付

い
て
い
て
平
塚
中
継
所
に
他
大

学
の
選
手
が
い
な
か
っ
た
の

で
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
も
他
に
写

す
も
の
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、

ず
っ
と
僕
を
写
し
て
い
ま
す
し

…
…
。
前
の
区
間
の
選
手
の
姿

が
見
え
て
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
取
る

ま
で
の
10
数
秒
…
…
待
つ
時
間
が
す

ご
く
嫌
な
ん
で
す
。
後
か
ら
映
像
を

見
る
と
笑
顔
な
ん
で
す
が
、
本
当
は

余
裕
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

走
り
始
め
て
か
ら
は
、
ペ
ー
ス
を

保
つ
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
当
時
は

応
援
の
旗
が
紙
製
だ
っ
た
の
で
、
旗

の
音
が
大
き
く
て
、
自
分
の
足
音
も

聞
こ
え
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
ん
で

す
。
し
か
も
、
ち
ょ
う
ど
運
営
管
理

車
が
な
か
っ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
、

後
ろ
か
ら
の
監
督
の
声
掛
け
が
な

く
、
ペ
ー
ス
配
分
を
教
え
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
な
い
。
前
に
も
後
ろ
に

も
他
大
学
の
選
手
が
い
な
い
の
で
、

前
の
選
手
の
背
中
を
目
指
す
こ
と
も

で
き
な
い
。
茅
ケ
崎
市
の
浜
須
賀
交

差
点
ま
で
景
色
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
。
早
い
の
か
遅
い
の
か
感
覚
が
掴

め
な
い
ま
ま
、
最
後
ま
で
走
り
切
り

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
目
標
タ
イ
ム

を
達
成
し
て
、
区
間
2
位
で
次
に
タ

ス
キ
を
つ
な
げ
た
の
は
本
当
に
良

か
っ
た
し
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

箱
根
駅
伝
は
他
の
大
会
と
比
べ
て

も
観
客
の
多
さ
が
圧
倒
的
で
、
特
別

な
大
会
で
す
。
影
響
力
の
あ
る
大
会

な
の
で
、
若
い
選
手
は
出
場
し
て
走

る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
の
経
験
は
一
生
の
財
産
に
な

り
ま
す
よ
。

大
関
篤
史
さ
ん

早
稲
田
大
学

早
稲
田
大
学

早
稲
田
大
学

　東海大学陸上競技部の駅伝監督・両
もろ

角
ずみ

速
はやし

さん（左写真）。東海大学や、陸上の名
門校・佐久長聖高校（長野県）で陸上の指
導者として活躍し、オリンピック代表の
佐藤悠

ゆう

基
き

選手や、箱根駅伝で17人抜きの
記録を作った村

むら

澤
さわ

明伸選手らを育て上げ
てきました。箱根駅伝では、平成31年の

第95回大会で東海大学を優勝に導いた名将です。自身も東海
大学の選手として、昭和61年の第62回大会から昭和64年の第
65回大会を4年連続で走り、そのうち第62回と第63回大会で
は平塚中継所でタスキをつなぎました。両角さんに、第100
回大会に向けた思いを聞きました。

●　●　●
　かつて自分が走った箱根駅伝が次の大会で100回目を迎え
ることに、歴史の重みを感じます。箱根駅伝を支えてきた先
人たちに、敬意を表します。私自身も往路で平塚を走りまし
たが、平塚は正面に富士山が見える、きついけれども素晴ら
しいコースです。平塚中継所では、東海大学が地元の大学と
いうことで、いつもたくさんの温かい応援をいただいている
ことに感謝しています。今回のチームは2年生が多いなど、
比較的若い選手が多い編成です。未来の活躍も見据えて、応
援していただけるとうれしく思います。
　駅伝は山登りの区間に象徴されるように、厳しい競技です。
甘さを捨て、自分に厳しさを課して乗り越えていく、メンタ
ルの強さが求められます。私は高校と大学で監督の経験を積
み重ねる中で、選手づくりの前に人づくりが大切だという信
念を持って指導してきました。選手らは競技者である前に学
生です。「皆さまの支援や応援があってこそ、好きな競技に打
ち込める」という感謝の気持ちや礼儀といった、心を育てる
ことを重視しています。
　第100回大会での東海大学の目標は、「復活の狼

のろし

煙を上げる」
です。シード権獲得を目指して頑張ります。

←
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応 募 方 法

郵送･ファクス･
メールイベント名

郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

イベント名
郵便番号
住所
全員の氏名
電話番号
その他の事項

往復はがき

返 信 往 信

記　入　例

住 

所氏 

名

e

■募応募方法　応募必須
　問問い合わせ
■　電子申請システム
　（e

イ ー カ ナ ガ ワ
-kanagawa）で応募可

■必要事項とある場合、
　郵便番号・住所・氏名
　（ふりがな）・電話番号
　をご記入ください。
■市役所への郵便物は、
　〒254―8686平塚市役所
　○○課で届きます。
■募集開始日の記載がない場合、
　12月18日（月）午前8時30分から、
　受け付けます。
■メールの応募の場合 @以下に　
　city.hiratsuka.kanagawa.jp
　を付けてください。

松原
分庁舎

福祉会館
こども発達支援室
くれよん

中央公民館

市役所本館・消防署本署
教育会館

青少年会館（青少年相談室）
中央図書館

美
術
館

八幡山
公園

総合公園

勤労会館

ひらつか
サン・ライフ
アリーナ

保健センター（健康課）

別館

市民プラザ

旧横浜ゴム
平塚製造所記念館

博物館

JR平塚駅

駅前市民
窓口センター

まちづくり財団

文化
公園

市民活動センター

ひらしん平塚
文化芸術ホール

市政情報は市公式のSNSでも配信しています。右の２次元コードからご確認ください。 LINE FacebookInstagram

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

              

0

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

売
却
物
件　
①
南
金
目
１
０
９
８

―
１
、宅
地
。
第
一
種
住
居
地
域
。

２
０
８
５
・
57
平
方
㍍
。
参
考
価

格
６
３
８
２
万
円
②
宮
の
前
１
―

14
、
宅
地
。
商
業
地
域
。
156
・
09

平
方
㍍
。
参
考
価
格
９
７
４
１
万

円
③
幸
町
８
―
６
、
宅
地
。
第
一

種
住
居
地
域
。
244
・
52
平
方
㍍
。

参
考
価
格
４
７
６
９
万
円
④
見
附

町
32
―
９
、
宅
地
。
商
業
地
域
。

279
・
56
平
方
㍍
。
参
考
価
格
４
７

５
３
万
円
。

入
札
日
時　
①
②
は
令
和
６
年
１

月
25
日（
木
）午
前
10
時
10
分
③
④

は
25
日
午
後
２
時
10
分
入
札
開

始
。
参
加
に
必
要
な
書
類
な
ど
、

募
　
　
集

応
募
方
法
は

下
段
　
　
　

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
４
階
の
資

産
経
営
課
☎
21
―
８
７
６
３
に
あ

る
申
込
書
な
ど
を
、
直
接
、
令
和

５
年
12
月
19
日（
火
）～
令
和
６
年

１
月
11
日（
木
）に
、
同
課
へ
。

0

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
大
学
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
協
働
な
ど
の
き
っ
か
け
を
つ
く

る
交
流
の
場
と
し
て
開
き
ま
す
。

　
令
和
６
年
１
月
24
日（
水
）午
後

２
時
～
５
時
。
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
。
平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮

町
に
あ
る
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

大
学
、
市
民
活
動
団
体
ら
30
人

（
先
着
順
）。

募　
〒
254
―
0045
見
附
町
１
―
８
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
☎
31
―
７
５
７

１

35
―
６
６
０
１

info@
hi

ratsuka-shim
in.net

に
あ
る

申
込
書
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、
令
和
５
年

12
月
16
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

0

須す

賀か

湊み
な
と「
匠た

く
み

の
店
」め
ぐ
り
と

須
賀
さ
ん
ぽ

　
令
和
６
年
１
月
20
日（
土
）午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
。
約

２
・
５
㌖
。
小
雨
決
行
。
市
漁
業

協
同
組
合（
千
石
河
岸
28
―
13
）集

合
。
小
学
生
以
上
の
方
20
人（
抽

選
・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

小
雨
の
場
合
は
雨
具
。
動
き
や
す

い
服
装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
500
円
。

募　
市
観
光
協
会
☎
20
―
５
１
１

０
ウ
ェ
ブ
で
、
１
月
４
日（
木
）正

午
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

上
級
救
命
講
習
会

　
土
曜
日
。
消
防
署
本
署
。
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生
以

上
の
方
、
各
講
習
会
25
人（
先
着

順
）。
筆
記
用
具
。
動
き
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

講
習
会　
令
和
６
年
１
月
20
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
。２
１
０
０
円
。

再
講
習
会　
１
月
27
日
午
前
９
時

～
正
午
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
消
防
救

急
課
☎
21
―
９
７
２
９
へ
。

0自
然
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
制
度

　
市
内
で
の
保
全
活
動
な
ど
へ
の

助
言
を
、
有
識
者
か
ら
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
市
ウ
ェ
ブ
や
本
館
５
階
の
環

境
保
全
課
☎
23
―
９
９
６
９

21

―
９
６
０
３

k-hozen-event

@

に
あ
る
申
込
書
を
、
事
前
連
絡

の
上
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
、
同
課
へ
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　
自
分
が
読
ん
で
面
白
か
っ
た
本

を
紹
介
し
、
参
加
者
全
員
で
１
番

読
み
た
く
な
っ
た
本
を
決
め
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
学
で
①
②
は
小

学
校
３
～
６
年
生
③
は
小
学
校
４

年
生
～
中
学
生
。
先
着
順
。
紹
介

し
た
い
本
１
冊
・
筆
記
用
具
・
飲

み
物
。

　
①
令
和
６
年
１
月
21
日（
日
）午

前
10
時
～
正
午
。
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー（
袖
ケ
浜
20
―
１
）。

６
人
②
21
日
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
。
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
。
６
人
③
27
日（
土
）２
時
～

３
時
30
分
。
神
田
公
民
館（
田
村

３
―
12
―
５
）。
４
人
。

募　
電
話
ま
た
は
直
接
、
令
和
５

年
12
月
16
日（
土
）午
前
９
時
か

ら
、
①
②
は
袖
ケ
浜
20
―
１
南
図

書
館
☎
21
―
３
０
８
０
③
は
田
村

３
―
12
―
５
北
図
書
館
☎
53
―
１

２
３
２
へ
。

0

職
業
適
性
検
査
を
受
け
て
み

ま
せ
ん
か

　
12
月
19
日
、
令
和
６
年
１
月
16

日
の
火
曜
日
、午
前
10
時
～
11
時
。

勤
労
会
館
。
15
～
49
歳
の
仕
事
を

探
し
て
い
る
方
、
各
日
４
人（
先

着
順
）。

募　
電
話
で
、
県
西
部
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
４

６
５
―
32
―
４
１
１
５
へ
。

お
知
ら
せ

0

温
水
プ
ー
ル
の
清
掃
・
定
期

点
検

　
12
月
18
日（
月
）～
令
和
６
年
１

月
15
日（
月
）の
期
間
、
ト
ッ
ケ
イ

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
令
和
５
年
12
月
17
日

（
日
）の
一
般
利
用
は
午
後
０
時
30

分
ま
で
で
す
。

問　　　
総
合
公
園
管
理
事
務
所
☎
35

―
２
２
３
３

0

元
日
に
平
塚
八は

ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

前
の
国

道
１
号
を
横
断
で
き
ま
す

　
令
和
６
年
１
月
１
日（
祝
）午
前

11
時
～
午
後
３
時
。
荒
天
中
止
。

大
門
通
り（
明
石
町
）か
ら
平
塚

0

湘南ひらつか織り姫になりませんか湘南ひらつか織り姫になりませんか

↓

 

　伝統のはしご乗り(写真)
や消防車両のパレード、市
少年消防クラブの訓練成果
披露などをします。消防署
部隊による消防演技など見
応えのある訓練も披露しま
す。訓練のクライマックス
では豪快な一斉放水が見ら
れます。
　令和6年１月6日(土)午前１0
時～１１時45分。荒天中止。
総合公園平塚のはらっぱ。
問　消防総務課☎2１―９７25

消防消防
出初め式出初め式

大盤解説会大盤解説会
女流棋聖戦女流棋聖戦

　タイトル防衛
をかけて、仲

なか

邑
むら

菫
すみれ

女流棋聖が
挑戦者と対局し
ます。大きなパ
ネルを使って、
戦局を解説しま
す（写真）。
　令和6年１月１8

日（木）午後１時～4時。ホテルサンライフガーデ
ン（榎木町９―4１）。200人（抽選）。
募　必要事項を、往復はがきで、令和5年１2月
１6日（土）～令和6年１月4日（木）に、〒254―0045
見附町3１―１0まちづくり財団文化事業課☎32―22
3７へ。同財団ウェブからも応募できます。

　平塚市の魅力を全国に伝える
「湘南ひらつか織り姫」になっ
て、市のイメージアップに貢献
しませんか。湘南ひらつか七夕
まつりをはじめ、観光行事や公
的行事などに出席します。書類
審査・面接で選考します。面接
は令和6年3月１6日（土）です。
　平塚市に興味があり、七夕まつりが好きな１8歳以上の方3人（選
考）。過去に織り姫に選出された方・タレント事務所などと専属契
約をしている方・他市町村の観光大使などに選出されている方は応
募できません。その他の条件など、詳しくは湘南ひらつか七夕まつ
りウェブをご覧ください。右の2次元コードからアク
セスできます。
募　湘南ひらつか七夕まつりウェブで、令和5年１2月
１5日（金）～令和6年１月１5日（月）に応募してください。
問い合わせは商業観光課☎35―8１0７へ。

今
年
の
織
り
姫
の
3
人


